
広報美郷 
平成17年11月号 

10

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
練
る

美
郷
町
の
将
来
像

「
町
民
の
だ
れ
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み

つ
づ
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
」を
目
指
し
て

　
総
合
計
画
の
三
つ
の
柱
の
一
つ
で
あ
る

「
基
本
構
想
」で
は
、
美
郷
町
の
将
来
像
を

「
町
民
だ
れ
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み

つ
づ
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
」と
定
め
、
若

者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
町
民
だ
れ
も
が

「
ゆ
と
り
や
う
る
お
い
」を
享
受
で
き
、
活
力

に
あ
ふ
れ
、
元
気
を
創
造
で
き
る
町
に
す
る

た
め
、
町
民
だ
れ
も
が
美
郷
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
美
郷
町
に
ず
っ
と
住

み
つ
づ
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

▽
住
民
意
向
の
把
握
▽
均
衡
あ
る
地
域
の
発

展
▽
地
域
一
体
化
の
推
進
▽
行
政
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
維
持
、
向
上
の
４
点
に
留
意
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
像
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
美
郷
が
い
ち
ば
ん
、
す
き
で
す
美
郷
」

　
ま
た
、
そ
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
た

　
美
郷
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
そ
の
基
本
的
な
方
針

や
将
来
像
、
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
主
要
施
策
や
施
策
事
業
を
推
進
す
る「
総
合

計
画
」が
、
八
月
三
十
日
か
ら
開
か
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」の
三
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
平
成
十
七
年
度
を
基
準
年
度
と
し
、
目
標
年
度
を
平
成
二
十
六
年
度
と
設
定
し
た
十
年
間

の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

め
に
は
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

地
域
や
年
代
を
超
え
相
互
に
理
解
し
あ
い
な

が
ら
費
用
対
効
果
を
十
分
に
見
極
め
た
う
え

で
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
行
政
が
何
を
す
る
か
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
美
郷
町
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
町
で
は
、
行
政
も
町
民
も
ま

ち
づ
く
り
の
主
人
公
と
し
て「
美
郷
が
い
ち

ば
ん
、
美
郷
が
好
き
で
す
」と
い
う
自
覚
を

も
っ
て
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
共
助
・
共
生
・
創
意
・
安
定
」

　
さ
ら
に
、
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
理
念
と
し
て「
共
助
・
共
生
・
創
意
・
安

定
」を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
８
つ
の
基

本
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
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美
郷
町
の
背
景

〈
人
口
の
推
移
〉

　
平
成
12
年
国
勢
調
査
に
よ
る
美
郷
町（
旧

３
町
村
）の
人
口
は
２
４
’
２
０
７
人
で
、

昭
和
55
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
の
20
年
間

で
２
’
１
４
９
人
減
少
し
、
こ
の
間
の
人

口
減
少
率
は
８
・
２
％
で
す
。
ま
た
、
平

成
２
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
の
10
年
間
の

減
少
率
は
６
・
８
％
で
、
減
少
傾
向
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
漸
減
し
て
い
ま
す
。23,000
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4.3 4.3

4.2

4.1

3.8
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こ
の
ペ
ー
ス
で
人
口
が
推
移
し
た
場

合
、
平
成
17
年
に
２
２
’
９
４
９
人
、
平

成
22
年
に
２
１
’
５
０
０
人
、
平
成
27
年

に
は
１
９
’
９
３
４
人
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

〈
世
帯
数
の
推
移
〉　

　
平
成
12
年
国
勢
調
査
に
よ
る
世
帯
数
は

６
’
２
９
７
世
帯
で
、
１
世
帯
あ
た
り
の

美
郷
町
総
合
計
画
を
策
定
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人口推計

0
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人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口 
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6,600
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昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 

人 

老年人口 
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昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 

4,658
【32.6%】 

3,072
【21.5%】 

6,546
【45.9%】 

4,682
【33.0%】 

3,693
【26.0%】 

5,814
【41.0%】 

4,940
【35.3%】 

4,584
【32.8%】 

4,465
【31.9%】 

5,311
【40.3%】 

4,558
【34,6%】 

3,307
【25.1%】 

5,574
【44.2%】 

4,539
【35.9%】 

2,510
【19.9%】 

4,658
【32.6%】 

3,072
【21.5%】 

6,546
【45.9%】 

4,682
【33.0%】 

3,693
【26.0%】 

5,814
【41.0%】 

4,940
【35.3%】 

4,584
【32.8%】 

4,465
【31.9%】 

5,311
【40.3%】 

4,558
【34,6%】 

3,307
【25.1%】 

5,574
【44.2%】 

4,539
【35.9%】 

2,510
【19.9%】 

平
均
世
帯
員
数
は
３
・
８
４
人
で
す
。
こ

れ
を
平
成
２
年
国
勢
調
査
と
比
較
す
る

と
、
世
帯
数
で
１
０
７
増
加
し
、
１
世
帯

あ
た
り
の
平
均
世
帯
員
数
で
は
０
・
３
６

人
減
少
し
て
お
り
、
核
家
族
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

〈
年
齢
別
人
口
の
推
移
〉

　
年
少
人
口（
０
〜
14
歳
）の
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
平
成
２
年
に
18
・
２
％
で
、

平
成
12
年
に
は
13
・
８
％
と
な
り
減
少
率

は
29
・
３
％
と
総
人
口
を
上
回
る
比
率
で

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
の
中
核
で
あ
る
生
産
年

齢
人
口（
15
〜
64
歳
）も
同
じ
く
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、老
年
人
口（
65
歳
以
上
）は
、

依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

〈
産
業
別
人
口
の
推
移
〉

　
総
就
業
者
に
対
す
る
第
１
次
産
業
の
就

業
者
の
割
合
は
昭
和
55
年
に
45
・
８
％

で
、
平
成
12
年
に
は
19
・
９
％
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
次
産
業
の
就
業
者
は
、
平

成
７
年
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
第
３
次
産
業
の
就
業
者
は
年
々

増
加
し
、
平
成
12
年
に
は
44
・
２
％
と
産

業
別
人
口
の
半
数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
総
就
業
者
数
に
つ
い
て
も
、
昭
和
55
年

に
比
較
し
て
平
成
12
年
に
は
11
・
５
％
減

少
し
て
い
ま
す
。

出
典
●
国
勢
調
査
・（
財
）日
本
統
計
協
会
資
料

　
　
　
・
快
適
な
ま
ち

　
　
　
・
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち

　
　
　
・
健
や
か
な
ま
ち

　
　
　
・
心
豊
か
な
ま
ち

　
　
　
・
人
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち

　
　
　
・
活
力
の
あ
る
ま
ち

　
　
　
・
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

　
　
　
・
町
民
主
体
の
ま
ち

　
ま
た
、「
基
本
構
想
」で
は
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
、
産
業
等
の
振
興
、
定
住
人
口
の

拡
大
な
ど
、
構
想
の
着
実
な
実
施
に
よ
り
、

十
年
後
の
美
郷
町
の
人
口
を
２
１
’
０
０
０

人
、
世
帯
数
は
１
世
帯
あ
た
り
の
人
員
の
見

期　　間

総合計画の構成

内　　容

「基本構想」

「基本計画」

「実施計画」

まちの将来のあるべき姿やまち
づくりの目標、施策の大綱を示
したもの。

基本構想に基づいた目標達成の
ための考え方、施策の展開方向
や主な事業をまちづくりの分野
ごとに示したもの。
基本計画で示した施策を具体化
した事業計画で、毎年度ごとの
予算編成や行財政の総合的な計
画運営の指針とするもの。

平成17年度～平成26年度

前期計画　平成17年度～平成21年度
後期計画　平成22年度～平成26年度

３年間のローリングシステムに
より、予算や制度によって毎年
見直しを行います。

通
し
を
３
・
19
人
と
推
計
し
、
６
’
５
９
０

世
帯
、
年
齢
別
人
口
を
年
少
人
口（
０
〜
14

歳
）２
’
４
０
０
人（
11
・
４
％
）、
生
産
年

齢
人
口（
15
〜
64
歳
）１
２
’
０
０
０
人

（
57
・
２
％
）、
老
年
人
口（
65
歳
以
上
）６
’

６
０
０
人（
31
・
４
％
）と
い
う
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。

　まちづくりの「８つの目標」　
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　「
基
本
計
画
」策
定
ま
で
の
経
過

目
標
に
向
か
っ
て

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ

　
一
方
、
総
合
計
画
の
二
つ
目
の
柱
で
あ
る「
基

本
計
画
」で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
８
つ
の
目
標
を

そ
れ
ぞ
れ
３
か
ら
５
の
項
目
に
分
け
て
具
体
化

し
、
最
終
的
な
到
達
目
標
に
向
か
っ
て「
ホ
ッ
プ
」

（
現
状
と
課
題
）、「
ス
テ
ッ
プ
」（
施
策
と
内
容
）、

「
ジ
ャ
ン
プ
」（
到
達
目
標
）と
進
ん
で
い
く
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
町
民
主
体
の
ま
ち
」で
は
住
民
参
加

の
推
進
の「
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
の
推
進
」の

中
で
、「
住
民
一
人
ひ
と
り
と
行
政
が
相
互
に
理

解
し
つ
く
る
ま
ち
」を
到
達
目
標
と
し
、
ホ
ッ

プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
を
構
成
し
て
い
ま

す
。（
上
の
図
を
参
照
）

「
実
施
計
画
」は
３
年
間
の
ロ
ー
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
で
毎
年
見
直
し
を
実
施

　
こ
の
ほ
か
三
つ
目
の
柱
で
あ
る「
実
施
計
画
」

は
、
基
本
計
画
で
示
し
た
施
策
を
具
体
化
し
た

事
業
計
画
で
、
３
年
間
の
ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
毎
年
度
ご
と
の
予
算
や
制
度
に
よ

り
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　新しいまちづくりのためには、
行政が何をするのではなく、町民
一人ひとりが何ができるのかを考
え、町民と行政が一体となって進
めていくことが肝要です。そのた
めには、町民の方々が積極的にま
ちづくりに参画する意識と体制づ
くりが必要です。
　また、広報の発行やホームペー
ジの運営などによる行政情報等の
提供、座談会や談話室、ご意見ハ
ガキなど広聴活動への積極的な取
り組みが必要です。

○各種審議会・委員会の公
募による行政参画の推進

○各種イベントへの住民参
画の推進

○町民の意識や意向の把握
と町民が参加しやすい広
聴活動の充実

○町政座談会、ふれあい談
話室、ご意見ハガキ（年
４回）等の実施

５年後・10年後の目標

○各種審議会・委員会委員の
　公募の実施

○町民意向の把握のため広聴
　制度充実

26
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27
4

23
5

30
5

29
8

30
8

6
6

　
第
１
回
総
合
計
画
審
議
会

　
第
２
回
総
合
計
画
審
議
会

　
第
３
回
総
合
計
画
審
議
会

　
第
４
回
総
合
計
画
審
議
会

　
町
議
会
全
員
協
議
会
で「
基
本
構
想
」（
案
）を
説
明

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
行
政
座
談
会
で
内
容
を
説
明（
町
内
15
会
場
）

　
第
５
回
総
合
計
画
審
議
会

　
第
６
回
総
合
計
画
審
議
会

　
町
議
会
全
員
協
議
会
で「
基
本
計
画
」（
案
）を
説
明

　
町
議
会
定
例
会
で「
基
本
構
想
」（
案
）を
議
案
上
程

　
町
議
会
定
例
会
で「
基
本
構
想
」を
可
決

　〈
平
成
17
年
〉

　
美
郷
町
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
の

各
団
体
等
の
代
表
者
な
ど
十
三
人
で
構
成
さ
れ
た
総
合

計
画
審
議
会
で
六
回
に
わ
た
り
審
議
さ
れ
た
と
と
も

に
、
六
月
上
旬
か
ら
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
行

政
座
談
会
な
ど
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
や
ご
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
9

22
8

8
8 6月

下旬～
7月上旬

6月
上旬～
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●「美郷町総合計画」（基本構想・基本計画）の全文は、町のホームページで見ることができます。
 　（　URL　 http://www.town.misato.akita.jp/madoguchi/kikaku/kikaku/sougou/sogokeikaku.asp）　　　　

　特　集　美郷をつくる


